
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

 

平成３０年度埼玉の子ども 70 万人体験活動 

●自分たちの食生活を支える米づくり体験を通して、よりよい生活を

創造できる実践力をもった生徒を育てる。 

●地域の方々の協力を得て栽培活動を行うことで、栽培の苦労や農家

の大変さを学ぶ。 

●育てたお米で収穫祭を行い、食の大切さを学ぶ。 

●生徒は地域の方々のご指導の下、裸足で水田に入り、慣れない手つ

きながらも丁寧に苗を植えた。田植え体験を通して、農業に従事し

ている方々が一つ一つの作業に愛情と工夫を重ねて努力を続けて

いることを実感させたり、収穫の喜びや食べ物に感謝する心を育

てることができた。 

 

●稲の苗を植えてから私たちがお米としていただくまでには、たくさ

んの時間と労力が必要だということが改めて分かった。 

●春に植えた苗が立派に実った。収穫祭では一人一人が担当する仕事

をしっかりと行い、みんなと一緒に楽しく食べることができた。 
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